
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 １ ９ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 讃 美 歌 5 2 5「 恵 み 深 き 主 の ほ か 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 4 9 7 「 天 な る 日 月 は 」 一 同

教 会 学 校 絵 本 「 少 年 イ エ ス 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 2 3 9 「 さ ま よ う 人 々 」 一 同

聖 書 朗 読 使徒行伝23:12-15

奨 励 使徒行伝の福音(第80回) 牧 師

主 題 「人の計略、神の計画」

讃 美 讃 美 歌 2 9 6 「 試 み の 嵐 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 讃 美 歌 5 4 6 「 聖 な る か な 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 詩 篇 第 15 篇
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
４ /19(日 )聖 日 礼 拝

/20(月 )
/21(火 )
/22(水 )13:牧 師 祈 り 会
/23(木 )10:祈 り 会
/24(金 )
/25(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 死 」 の 偶 像 化 に 対 抗 し て
(ボ ン ヘ ッ フ ァ ー 「 一 日 一 章 」 ４ 月 ９ 日 )よ り

キリストの復活の奇跡は我々を支配している「死」という偶像を完全に無力なものとする。

死が 偶像化されているところでは、すなわち 、 〈死が最後のものである〉と考えられてい

るところでは、死に対する恐怖と死に対する思い上がりとが容易に結びつく 。 〈死が最後

のものである〉と考えられるところでは、地上の生命は「すべて」であるか、あるいは「無」

であるか のどちらかである 。 それゆえにこそ 、地上で永遠的なものを求めようとする思

い上がった態 度が生まれるのである が 、そ れ は 生 に 対 す る 軽 率 な 遊 戯 に 過 ぎ な い 。

生を自分で肯定しようとする懸命の努力は、かえって生に対する無関心を生み、生を軽

視する結果に至るのである。

しかし 、〈死の力がすでに破られている〉ということが認識され、復活の奇跡が、すな
わち 新し い生命が造り出されるという奇跡が、死の世界の只中において光り輝いている
ところで は、人は自分の限られた生命に永遠性を要求するようなことはせず、その生命
が与えるあら ゆるものを そのまま受け入れるのである 。自分の望むものを〈すべて手に

入れる〉か 、あるい は 〈何も手に 入れない〉かという二者択一は誤っている 。 「良いもの 」

も 「悪いもの 」 、 「重要な もの 」も 「重要で はないもの 」も 「喜び 」も 「悲しみ 」も 、あらゆるも

のを受け入れるのである 。 〈死の力がすでに破ら れている〉ということが認識されると

ころでは、人は一生懸命に生命 にしがみつこうとしたり 、ま た軽率に生命を投げ捨てた

りはしない 。人は限られた時間に満足 し 、地上にあるものに永遠性 を認めようとはせず、

死に対しても 、死が所有している限定さ れた正当性というものを正し く認 識する 。そして

人は、新しい人間と新しい世界を、ただ死の 彼方から 、すなわち 、死に打ち勝った方の力

からのみ待ち望むのである。

復活したキリス トは 、新しい人間性を身に負う 。それは新しい人間に対する神の究極

の輝かし い「然り 」である。人類は今なお古い生命に生きているけれども、既に古い生命

を越えて いるのである。人類は今なお死の世界に生きているけれども、既にその死を越

えているのである。人類は今なお罪の世界に生きているけれども、既にその罪を越えて

いるのである。夜は今なお過ぎ去っていないが、朝日はすでに輝き始めている。

[1945 年 4 月 9 日(月)早朝、フロッセンブルクで、ボンヘッファーを含む七人の政治犯はヒト

ラーの命令により「決して生き延びてはならない者」として処刑がなされた。収容所の医師は、

ボンヘッファーが控えの間でひざまずき、熱心に祈るのを目撃している。]


